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○使用前にはラベルをよく読んでください。  ○ラベルの記載以外には使用しないでください。  ○本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
○容器・空袋などは圃場などに放置せず、適切に処理してください。  ○防除日誌を記帳しましょう。

2017年３月１日現在

＊本製品は農業用殺菌剤であり、製品ラベルの記載内容以外には使用しないでください。
＊本印刷物は2017年３月１日現在の資料、情報、データ等に基づいて作成していますが、記載データ及び評価はあくまでも測定値の代表例であり、全ての事例に当てはまるものではありません。

※「毒物および劇物取締法」（厚生労働省）に基づく、特定毒物、毒物、劇物の指定を受けない物質を示す。

農林水産省登録 第10760号
ヒドロキシイソキサゾール･･･4.0％
毒性：普通物※

農林水産省登録 第10331号
ヒドロキシイソキサゾール･･･30.0％
毒性：普通物＊

タチガレン粉剤

タチガレン液剤

農林水産省登録 第22773号
ヒドロキシイソキサゾール･･･4.0％
メタラキシルM･････････････0.25%
毒性：普通物※

農林水産省登録 第22774号
ヒドロキシイソキサゾール･･･30.0％
メタラキシルM･･･････････････2.0%
毒性：普通物＊

タチガレエースＭ
　　　　　  粉剤

タチガレエースＭ
　　　　　  液剤

タチガレファイト
　　　　　 液剤
農林水産省登録　第23677号（農薬）
　　　　　　　生第101120号（肥料）
殺菌・植調作用成分：
ヒドロキシイソキサゾール･･･16.5％
肥料成分：水溶性りん酸 ････18.0％
　　　　   水溶性加里 ･･････20.0％
毒性：普通物※

農林水産省登録 第21818号
ベノミル･･･20.0％　ＴＰＮ･･･50.0％
毒性：普通物※

ダコレート水和剤

（稲の適用のみ抜粋）適用病害と使用方法
作 物 名 適 用 病 害 名

使 用 目 的 使 用 量 使用時期 本 剤 の
使用回数 使 用 方 法 ヒドロキシイソキサゾール

を含む農薬の総使用回数

稲
（箱育苗）

根の生育促進、移植時の発根及び
活着促進、ムレ苗防止

育 苗 箱（30×60×3 ㎝､ 使 用
土壌約５ℓ）１箱当り４～８g

は種前 １回

育苗箱土壌に
均一に混和する｡

４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 移植
前の土壌灌注は２回以
内､ 本田では１回以内）

苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌） 育 苗 箱（30×60×3 ㎝､ 使 用土壌約５ℓ）１箱当り３～６g

稲
（畑苗代）

根の生育促進
移植時の発根及び活着促進
苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌） 50～100g/㎡

深さ５～10㎝の
苗代土壌に均一
に混和する｡稲

（折衷苗代） 苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）

稲
（湛水直播） 根の生育促進による苗立の安定

過酸化カルシウム
剤に添加して種
子に湿粉衣する｡

２回以内（種もみへの
処理は１回以内､ 本田
では１回以内）

作 物 名 適 用 病 害 名
使 用 目 的 希釈倍数 使 用 量 使用時期 本 剤 の

使用回数 使 用 方 法 ヒドロキシイソキサゾール
を含む農薬の総使用回数

稲
（箱育苗）

苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）
根の生育促進、移植時の発根及び
活着促進、ムレ苗防止

500～
1000倍 育苗箱（30×60×3㎝､

使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り500mℓ

は種時
及び
発芽後

２回以内

土壌灌注
４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 移植
前の土壌灌注は２回以
内､ 本田では１回以内）

ごま葉枯病 500倍 は種時 １回
苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）
根の生育促進、移植時の発根及び
活着促進、ムレ苗防止 1000倍

育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り１ℓ

は種時
及び
発芽後

２回以内

ごま葉枯病 は種時 １回
稲

（折衷苗代） 苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌） 500倍 １ℓ/㎡ は種直後
及び
発芽後

２回以内

稲
（畑苗代）

苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）
1000倍 ３ℓ/㎡根の生育促進

移植時の発根及び活着促進 は種直後 １回

稲  登熟歩合向上

500倍 150ℓ/10a

出穂直前
～出穂期 １回

散布 ４回以内（種もみへの
処理は１回以内､ 移植
前の土壌混和は１回以
内､ 移植前の土壌灌注
は２回以内､ 本田では
１回以内）

原　液 0.3ℓ/10a 空中散布

３　倍 0.8ℓ/10a 無人ヘリコプター
による散布

作 物 名 適 用 病 害 名
使 用 目 的 使 用 量 使用時期 本 剤 の

使用回数 使 用 方 法 ヒドロキシイソキサゾール
を含む農薬の総使用回数

メタラキシル及びメタラキシルM
を含む農薬の総使用回数

稲
（箱育苗）

苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）
ムレ苗防止、根の生育促進

育 苗 箱（30×60×3 ㎝､ 使 用
土壌約５ℓ）１箱当り６～８g

は種前 １回

育苗箱土壌に
均一に混和

４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 移植
前の土壌灌注は２回以
内､ 本田では１回以内）

４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 育苗
箱への灌注は１回以内､
本田では２回以内）

稲
（湛水直播） 根の生育促進による苗立の安定

過酸化カルシウム
剤に添加して種
子に湿粉衣する｡

２回以内（種もみへの
処理は１回以内､ 本田
では１回以内）

３回以内（種もみへの
処理は１回以内､ 本田
では２回以内）

作 物 名 適 用 病 害 名
使 用 目 的 希釈倍数 使 用 量 使用時期 本 剤 の

使用回数 使 用 方 法 ヒドロキシイソキサゾール
を含む農薬の総使用回数

メタラキシル及びメタラキシルM
を含む農薬の総使用回数

稲
（箱育苗）

苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）
ムレ苗防止、根の生育促進
移植時の活着促進

500～
1000倍

育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り500mℓ

は種時
又は
発芽後

１回

土壌灌注
４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 移植
前の土壌灌注は２回以
内､ 本田では１回以内）

４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 育苗
箱への灌注は１回以内､
本田では２回以内）1000倍

育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り１ℓ

は種時

稲
（湛水直播）  苗腐病（ピシウム菌）

2.5～ 5
倍

１kg当り
30mℓ は種前 鉄コーティング種

子に吹き付け処理
２回以内（種もみへの
処理は１回以内､ 本田
では１回以内）

３回以内（種もみへの
処理は１回以内､ 本田
では２回以内）

作 物 名 適 用 病 害 名
使 用 目 的 希釈倍数 使 用 量 使用時期 本 剤 の

使用回数 使  用  方  法 ヒドロキシイソキサゾール
を含む農薬の総使用回数

稲
（箱育苗）

苗立枯病（フザリウム菌・ピシウム菌）
根の生育促進、移植時の発根及び
活着促進、ムレ苗防止

300倍
育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り500mℓ

は種時
及び
発芽後

２回以内 土壌灌注
４回以内（移植前の土壌
混和は１回以内､ 移植
前の土壌灌注は２回以
内､ 本田では１回以内）

500倍
育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り500～900mℓ

苗立枯病（ピシウム菌）
根の生育促進、移植時の発根及び
活着促進、ムレ苗防止

600倍

育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り500～1000mℓ

苗立枯病（フザリウム菌）
育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り1000mℓ

作 物 名 適 用 病 害 名
使 用 目 的 希 釈 倍 数 使 用 量 使用時期 本 剤 の

使用回数 使 用 方 法 ベ ノ ミ ル を 含 む
農 薬 の 総 使 用回 数

Ｔ Ｐ Ｎ を 含 む
農 薬 の 総 使 用回 数

稲
（箱育苗）

いもち病（苗いもち） 400倍 育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り0.5ℓ

は種時 １回

灌注
２回以内（種子への処
理は１回以内、床土へ
の混和は１回以内）

２回以内苗立枯病（リゾープス菌）
苗立枯病（トリコデルマ菌）
苗立枯病（フザリウム菌）

400 ～ 600倍 は種時から
緑化期
但し、は種
14日後まで

２回以内
800 ～ 1200倍

育苗箱（30×60×3㎝､
使 用 土 壌 約 ５ℓ）
1箱当り1ℓ








